
 評価の考え方 

主に将来の疾患のリスクを発見する 
検査群（例えば特定健康診査） 

主に現在の疾患自体を発見する 

検査群（例えばがん検診） 

リスク小 

リスク大 

精密検査 

自己管理等に
よる生活改善 

保健指導 

予防２ 

予防２ 

予防２ 

治療 

治療１ 受診勧奨 

陽性 

健診･検診 事後措置 
○個々の検査に対する有効性の評価 

○検査群としてのスクリーニングの評価 

○事後措置を含めたシステム全体としての評価 

評
価 

○個々の検査に対する感度・特異度などの精度の評価だけではなく、事後措置を含めた 
システム全体を通じて目的の達成度などの有効性･安全性･効率性も評価する必要がある。 

【評価のイメージ】 

１保健指導を含む ２発症予防･重症化予防を含む 
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